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一　

は
じ
め
に

　

敦
煌
変
文
作
品
の
中
に
あ
っ
て
『
廬
山
遠
公
話
』
は
夙
に
衆
目
を
集
め
た

資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
ス
タ
イ
ン
将
来
の
こ
の
写
本
（S.2073

）
に
は
表
題

に
『
㠠
山
遠
公
話
』
と
あ
り
、「
〜
話
」
と
い
う
話
本
の
形
式
を
も
つ
最
も
早

期
の
史
料
と
し
て
中
国
文
学
史
上
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
認
め
ら
れ
て
い
る）

1
（

。

内
容
は
東
晋
の
高
僧
慧
遠
に
つ
い
て
の
語
り
物
で
あ
る
が
、
史
実
と
は
異
な

る
荒
唐
無
稽
な
お
話
で
あ
る
。

　

最
初
に
全
文
を
校
録
し
た
牧
田
諦
亮
『
中
国
近
世
仏
教
史
研
究
』（
平
楽
寺

書
店
、
1
9
5
7
年
）
に
よ
れ
ば
、「
い
ま
研
究
所
で
龍
大
・
谷
大
・
大
阪
市

大
・
京
大
等
の
研
究
者
が
行
っ
て
い
る
、
新
に
撮
影
さ
れ
た
ブ
リ
チ
ッ
シ
ュ
・

ミ
ユ
ジ
ア
ム
蔵
ス
タ
イ
ン
収
集
燉
煌
文
書
の
整
理
調
査
に
関
す
る
共
同
研
究

の
間
に
見
出
さ
れ
た
も
の
で
、
浄
土
教
の
始
祖
慧
遠
に
つ
い
て
の
「
語
り
も

の
」
で
あ
る
」
と
解
説
さ
れ
る
。

　

翻
訳
は
入
矢
義
高
先
生
の
名
訳
が
す
で
に
あ
り
、『
仏
教
文
学
集
』（
中
国

古
典
文
学
大
系
60　

平
凡
社　

1
9
7
5
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
入
矢
訳
で
未
解
決
で
あ
っ
た
部
分
に
焦
点
を
当
て
、
以
後
の
資
料
整
理

の
状
況
や
研
究
成
果
に
照
ら
し
て
解
決
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を

詳
細
に
検
討
し
て
い
く
。

二　

校
訂
検
討

　

個
々
の
問
題
と
な
る
箇
所
を
と
り
あ
げ
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
先
に
そ

の
手
順
を
示
し
て
お
く
。
ま
ず
、
写
本
の
総
行
数
を
附
し
て
原
文
を
そ
の
ま

ま
提
示
す
る
。
そ
の
あ
と
に
入
矢
訳
と
訳
注
の
ペ
ー
ジ
数
、
時
に
必
要
に
応

じ
て
注
を
引
用
し
、
そ
の
後
検
討
を
は
じ
め
る
。
最
後
に
筆
者
の
校
訂
と
解

釈
を
結
論
と
し
て
示
す
。
以
下
順
を
追
っ
て
検
討
す
る
。

（
原
文
）
知
三
禪
定
如
樂
便
委
世
之
不
遠  

七
行
目

・
三
定
禅
を
心
得
えマ
マ

て
お
り
ま
し
た
。
…
…
や
が
て
末
世
の
遠
か
ら
ぬ
こ
と

を
悟
り（

注
二
）、

そ
こ
で
あ
る
日
、
合
掌
し
て
和
尚
に
申
し
上
げ
る
に
は
、



二
〇

 

（
一
〇
二
頁
）

（
注
二
）
原
文
は
「
如
楽
、
便
委
世
之
不
遠
」。
は
じ
め
の
「
如
楽
」
を
衍
文
と
認
め
、

下
句
は
「
便
ち
〔
季
〕
世
の
遠
か
ら
ぬ
を
委し

り
」
と
読
む
。

【
検
討
】
丁
福
保
『
佛
學
大
辭
典
』
に
よ
れ
ば
、「
三
禪
」
と
は
「（
界
名
）
色

界
之
第
三
禪
天
也
。
此
天
名
定
生
喜
樂
地
，
由
深
妙
之
禪
定
生
身
心
之
快

樂
。」
と
あ
り
、「
深
妙
な
る
禪
定
に
よ
っ
て
快
樂
を
生
じ
る
」
こ
と
か
ら
、

「
三
禪
定
を
知
り
て
樂
し
む
」
こ
と
に
矛
盾
は
生
じ
な
い
。「
如
」（
平
魚
日）

2
（

）

と
「
而
」（
平
止
日
）
は
変
文
資
料
で
は
音
通
字）

3
（

で
あ
り
相
互
置
き
換
え
可
能

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
衍
文
で
は
な
く
、「
如
（
而
）
樂
」
と
し
、
上
に
続
け
る

の
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
世
」
は
丁
福
保
に
よ
れ
ば
「（
術
語
）
梵

語
曰
路
迦Loka

，
世
俗
也
。
…
…
又
，
時
之
異
名
。
遷
流
之
義
。」
と
あ
る
。

必
ず
し
も
「
季
」
字
を
補
う
必
要
は
な
く
、
ま
た
項
校）

4
（

（2006

：p.1787

）
の

よ
う
に
「「
委
」
即
委
棄
之
義
」
と
す
る
の
も
無
理
が
あ
ろ
う
。「
遠
く
人
の

世
を
離
れ
る
ま
で
も
な
く
第
三
禅
天
に
生
ま
れ
、
其
の
楽
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
（
不
須
遠
離
人
世
而
上
生
第
三
禪
天
，
便
能
獲
第
三
禪
天
之
樂
。）」
と

い
う
項
校
の
解
釈
で
は
、
旃
檀
和
尚
の
も
と
を
去
る
契
機
が
説
明
さ
れ
な
い

た
め
前
後
の
文
脈
の
整
合
性
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て

次
の
よ
う
に
校
訂
し
解
釈
を
す
る
。

（
筆
者
校
）
知
三
禪
定
如
（
而
）
樂
。
便
委
世
之
不
遠
，

（
解
釈
）
三
禅
定
を
知
り
て
心
楽
し
く
、
時
の
移
ろ
い
ゆ
く
こ
と
が
遠
く
な
い

こ
と
を
知
っ
て
、

（
原
文
）
既
蒙
師
䖏
分
而
已
丁
寧
豈
敢
有
違  

一
三
行
目

・
師
の
指
図
を
い
た
だ
い
た
う
え
に
、
ね
ん
ご
ろ
な
お
諭
し
、
も
は
や
否
応

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
一
〇
三
頁
）

【
検
討
】
翻
訳
・
集
録）

5
（

・
校
注）

6
（

は
す
べ
て
「
既
蒙
師
䖏
分
，
而
已
丁
寧
，
豈
敢

有
違
」
と
句
読
を
切
る
。
項
校
の
み
「
既
蒙
師
䖏
分
而
已
，
丁
寧
豈
敢
有
違
。」

と
異
な
る
。「
而の

み已
」
と
文
末
助
詞
と
捉
え
る
か
、「
而
し
て
已
に
」
と
接
続

詞
・
副
詞
と
別
個
に
解
釈
す
る
か
、
で
解
釈
が
異
な
っ
て
い
る
。「
丁
寧
」
に

は
「
申
し
付
け
る
」「
言
葉
が
懇
切
丁
寧
で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
。

翻
訳
他
で
は
「
䖏
分
」
の
補
足
説
明
と
す
る
が
、
項
校
で
は
、「
そ
の
言
い
つ

け
（
丁
寧
）
に
は
、
ど
う
し
て
背
く
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
り
、「
䖏

分
」
を
異
な
る
表
現
「
丁
寧
」
で
受
け
再
度
主
語
（
主
題
）
に
置
い
て
解
釈

し
て
い
る
。
あ
と
は
五
四
四
の
リ
ズ
ム
と
七
六
の
リ
ズ
ム
の
何
れ
が
よ
い
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
前
の
句
は
、
四
四
と
あ
る
の
で
、
語
り
物
で

あ
る
と
い
う
資
料
の
性
格
上
、
五
四
四
と
す
る
ほ
う
が
良
い
。

（
筆
者
校
）
既
蒙
師
䖏
分
，
而
已
丁
寧
，
豈
敢
有
違
？

（
解
釈
）
す
で
に
師
の
言
い
つ
け
を
受
け
、
そ
の
お
言
葉
が
懇
切
丁
寧
で
あ
っ

た
か
ら
に
は
、
ど
う
し
て
背
く
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。

（
原
文
）
枯
松
万
歲
之
藤
蘿
桃
花
弄
千
春
之
色  

二
四
行
目

・
枯
松
は
万
歲
の
藤
蘿
を
□ま
と

い
，
桃
花
は
千
春
の
色
を
弄
も
て
あ
そぶ
。

 

（
一
〇
三
頁
）



『
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遠
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二
一

【
検
討
】
八
字
句
と
す
る
こ
と
と
対
句
の
構
成
を
考
え
る
と
「
枯
松
」
の
下
に

「
掛
け
る
」「
纏
う
」
意
味
の
動
詞
を
、「
色
」
を
二
音
節
に
す
る
た
め
一
字
補

う
。
項
校
、
校
注
と
も
同
じ
。

（
筆
者
校
）
枯
松
﹇
□
﹈
万
歲
之
藤
蘿
，
桃
花
弄
千
春
之
﹇
□
﹈
色
。

（
解
釈
）
枯
松
は
万
歲
の
藤
蘿
を
□
い
，
桃
花
は
千
春
の
□
色
を
弄
ぶ
。

（
原
文
）
縱
有
些
些
施
利

（
旋
）
惣
盤
纏
齋
供
實
無
財
帛  

一
二
四
行
目

・
少
々
の
布
施
は
上
が
り
ま
す
も
の
の
…
…
（
一
句
、
原
文
乱
れ
て
意
味
不
明
）、

と
ん
と
財
宝
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。 

（
一
〇
八
頁
）

【
検
討
】「

」
は
こ
の
写
本
で
は
「
旋
」
の
異
体
字
と
し
て
書
写
さ
れ
る）

7
（

。

「
盤
纏
」
は
《
唐
五
代
語
言
詞
典）

8
（

》
の
解
釈
「
提
供
費
用
。
動
詞
」
が
理
解
し

や
す
い
。
他
に
、『
韓
擒
虎
話
本
』
の
例
「
遂
揀
紬
馬
百
疋
，
朋

千
頭
，
骨

咄

羝
麋
鹿
麝
香
，
盤
纏
天
使
。」
を
挙
げ
る
。
こ
こ
も
、
諸
々
の
品
物
を
選

ん
で
皇
帝
の
使
者
た
ち
の
用
に
資
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
齋
供
」
は
、

『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
一
卷
』「
遂
即
支
分
財
寳
，
令
母
在
後
設
夈
供
，

養
諸
仏
法
僧
諸
乞
来
者
。」
の
例
と
同
じ
く
「
僧
侶
の
斎
」
或
は
《
漢
語
大
辞

典
》「
齋
供
」
に
「
寺
廟
中
供
應
的
齋
食
」
と
あ
る
よ
う
に
「
寺
で
供
さ
れ
る

斎
の
食
事
」
で
あ
る
。

（
筆
者
校
）
縱
有
些
些
施
利
，
旋
惣
盤
纏
齋
供
，
實
無
財
帛

（
解
釈
）
た
と
え
些
か
お
布
施
の
収
入
が
あ
っ
て
も
、
瞬
く
間
に
す
べ
て
僧
侶

の
お
斎
（
寺
内
の
食
料
）
の
費
用
に
充
て
ら
れ
て
、
実
際
財
宝
な
ど
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

（
原
文
）
你
若
在
寺
舍
伽
藍
要
念
即
不
可
今
况
是
随
遂
扵
我
争
合
念
經

  

一
七
三
行
目

・
も
し
寺
院
・
伽
藍
で
な
ら
ば
、
誦
経
し
て
も
、
い
っ
こ
う
に
構
わ（
注
七
）ん
。
と

こ
ろ
が
今
は
お
れ
の
奴や
っ
こじ
ゃ
。
誦
経
な
ん
ぞ
も
っ
て
の
ほ
か
じ
ゃ
。

 

（
一
一
〇
頁
）

（
注
七
）
原
文
「
要
念
即
不
可
」。
い
ま
「
不
可
」
の
上
に
「
無
」
の
字
を
補
っ
て
訳
す
。

【
検
討
】
文
脈
は
右
注
に
あ
る
よ
う
に
「
無
」
を
補
う
か
、「
不
」
を
削
る
こ

と
で
非
常
に
通
り
が
よ
く
な
る
。
が
、
字
を
増
減
す
る
場
合
に
は
慎
重
を
要

す
る
。
増
減
な
し
に
そ
の
ま
ま
解
釈
す
る
可
能
性
を
考
え
た
場
合
、「
你
若
在

寺
舍
伽
藍
要
念
，
即
不
可
。
今
况
是
随
遂
扵
我
，
争
合
念
經
」（
お
前
が
寺
に

い
て
誦
経
し
た
い
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
も
許
さ
ん
。
ま
し
て
や
、
今
は
俺

に
付
き
随
っ
て
お
る
の
だ
か
ら
誦
経
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
だ
）
と
無
理
に
解

釈
で
き
な
い
こ
と
も
な
か
ろ
う
。「
若も

し

」
で
は
な
く
「
縦た

と
え」

と
い
う
譲
歩
で
あ

れ
ば
さ
ら
に
通
り
は
よ
く
な
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
「
况
是
」
の
用
法
で
あ
る
。「
廬
山
遠
公
話
」
に

は
全
部
で
三
例
用
例
が
見
え
る
。
次
に
他
の
二
例
の
出
現
状
況
を
入
矢
訳
と

併
せ
て
示
す
。

・
數
載
有
餘
，
思
念
空
門
，
無
由
再
入
。
况
是
白
莊
，
累
行
要
跡
，
伴
涉
凶

徒
，
好

惡
生
，
以
刧
為
治
（
59
行
）　
こ
う
し
て
数
年
余
り
、
心
は
仏
門
を
念



二
二

じ
つ
つ
も
、
そ
こ
へ
入
る
す
べ
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
ま
し
て
や
白
荘
は
し
き
り
に
悪

行
を
重
ね
、
兇
徒
を
か
た
ら
っ
て
殺
生
に
明
け
暮
れ
、
強
盗
を
稼
業
と
し

て
お
り
ま
し
た
。（110

頁
）

・
我
若
之
（
諸
）
䖏
買
得
你
来
，
即
便
将
舊
契
劵
，
即
賣
得
你
。
况
是

得

你
来
，
交
我
如
何
賣
你
？
（183

）
も
し
お
前
を
ち
ゃ
ん
と
し
た
筋
か
ら
（
？
）

買
い
取
っ
た
の
な
ら
，
そ
の
時
の
身し
ょ
う
も
ん

上
書
を
見
せ
れ
ば
売
物
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
捕

ま
え
て
き
た
お
前
だ
。
売
り
に
出
し
よ
う
も
な
い
わ
い
（111

頁
）

訳
文
の
（
？
）
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
こ
で
、「
况
是
」
の
訳
を
と
り
あ

げ
て
確
認
す
る
と
「
ま
し
て
や
」
と
「
と
こ
ろ
が
」
の
二
通
り
が
あ
る
。「
况

是
」
を
一
つ
の
語
彙
と
し
て
捉
え
た
場
合
「
〜
是
」
を
接
尾
辞
に
も
つ
口
語

語
彙）

9
（

で
あ
り
、
逆
接
の
意
味
を
表
す
接
続
詞
で
あ
る
。
一
方
「
况
」「
是
」
と

二
つ
の
語
彙
が
続
け
て
用
い
ら
れ
る
場
合
は
「
い
わ
ん
や
」「
こ
の
」
と
い
ず

れ
も
実
義
を
も
つ
実
詞
で
あ
り
「
况
」
本
来
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
入
矢

訳
で
は
地
の
文
で
は
文
言
の
用
法
に
従
い
、
会
話
文
の
中
で
は
口
語
語
彙
と

し
て
解
釈
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
項
校
・
校
注
と
も
に
「
即

不
可
」
を
肯
定
の
意
味
に
解
釈
す
る
点
は
一
致
し
て
い
る
。
以
上
を
総
合
し

て
、
入
矢
訳
の
解
釈
が
最
良
と
考
え
従
う
。

（
筆
者
校
）
你
若
在
寺
舍
伽
藍
，
要
念
即
（
無
）
不
可
。
今
况
是
随
遂
於
我
，

争）
10
（

合
念
經
？

（
解
釈
）
お
ま
え
が
寺
に
い
て
誦
経
を
す
る
と
い
う
の
な
ら
全
く
か
ま
わ
な

い
。
が
、
い
ま
は
儂わ

し

に
付
き
随
っ
て
お
る
の
だ
か
ら
、
誦
経
な
ど
し
て
は
な

ら
ん
。

（
原
文
）
我
若
之
䖏
買
得
你
来
即
便
将
舊
契
劵
即
賣
得
你  

一
八
三
行
目

・
も
し
お
前
を
ち
ゃ
ん
と
し
た
筋
か
ら
（
？
）
買
い
取
っ
た
の
な
ら
，
そ
の

時
の
身し

ょ
う
も
ん

上
書
を
見
せ
れ
ば
売
物
に
な
る
。 

（
一
一
一
頁
）

【
検
討
】
項
校
・
校
注
が
「
之
（
諸
）
䖏
」
と
す
る
よ
う
に
、「
之
」「
諸
」
は

同
音
に
よ
り
通
用
す
る
。「
諸
䖏
」
は
口
語
「
他
の
と
こ
ろ
」「
別
の
場
所
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
次
例
参
照
さ
れ
た
し
。

・
此
箇
量
口
，
並
不
得
諸
䖏
貨
賣
。
當
朝
宰
相
崔
相
公
宅
内
，
只
消
得
此
人
。

（198

行
目
）　
こ
こ
な
奴
や
っ
こは

、
ほ
か
に
売
る
こ
と
罷
り
な
ら
ぬ
。
た
だ
い
ま
の
宰
相
な

る
崔
閣
下
の
お
邸
で
こ
の
者
を
御
入
用
じ
ゃ
。（111

頁
）

（
筆
者
校
）
我
若
之
（
諸
）
䖏
買
得
你
来
，
即
便
将
舊
契
劵
，
即
賣
得
你
。

（
解
釈
）
も
し
他
所
で
お
前
を
買
っ
て
き
た
の
な
ら
、
す
ぐ
さ
ま
証
文
を
も
っ

て
お
前
を
売
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
原
文
）
這
下
䓁
賤
人
心
裏
不
改
間
無
自
擬
到
東
都
見
及
上
下
經
臺
陳
論
過

状
道
我
是
賊
令
捉
獲
我  

一
八
七
行
目

・
こ
の
ゲ
ス
野
郎
め
、
ま
だ
性し

ょ
う
ね根

は
昔
通
り
か
（
？
）
そ
の
魂
胆
は
な
ぁ
、

東
都
へ
着
い
た
ら
、
畏
れ
な
が
ら
と
そ
の
筋
へ
駈
け
込
ん
で
、
訴
状
を
出

し
て
内
幕
を
述
べ
立
て
、
お
れ
を
賊
と
訴
人
し
て
、
み
ご
と
引
っ
く
く
ら

せ
よ
う
と
い
う
ん
じ
ゃ
ろ
う 

（
一
一
一
頁
）

【
検
討
】
項
校
・
校
注
諸
本
に
お
い
て
「
間
無
」
の
解
釈
に
苦
慮
し
て
い
る
。



『
廬
山
遠
公
話
』
校
訂
上
の
諸
問
題

二
三

項
校
で
は
「
間
無
（
機
謀
）」
と
し
、
注
に
「
音
近
之
誤
（
一
說
是
「
奸
謀
」

的
音
誤
）」
と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
挙
げ
る
一
説
は
校
注
の
注
に
説
明
さ
れ
る

袁
賓
の
校
注
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
引
用
す
る
と
「『
奸
』
和
『
間
』

皆
見
母
山
攝
字
；
『
謀
』
是
明
母
字
，『
無
』
是
微
母
字
，
明
、
微
二
母
在
中

古
實
為
同
紐
，
故
『
謀
』
和
『
無
』
讀
音
亦
近
」（
注
〔
一
五
四
〕p.278

）
と

あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
説
明
で
は
、「
奸
」「
間
」
が
同
音
通
用
で
あ
る
こ
と

は
わ
か
る
の
だ
が
、「
謀
」「
無
」
に
つ
い
て
は
声
母
が
近
い
こ
と
の
み
を
言

う
だ
け
で
韻
母
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
。
実
際
、「
無
」
は
遇
攝
合
口
虞

韻
、「
謀
」
が
流
攝
開
口
尤
韻
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
二
字
は
字

音
が
似
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
の
で
あ
る
。

　

項
校
・
校
注
諸
本
が
「
間
無
」
を
他
の
表
記
に
改
め
よ
う
と
す
る
の
は
、

後
文
に
「
賊
奴
若
有
此
意
，
機
謀
阿
郎
，
願
當
来
當
来
世
，
死
堕
地
獄
，
無

有
出
期
（
も
し
私
め
に
そ
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
旦
那
様
を
謀
た
ば
かろ
う
も
の
な
ら
、
い
く

い
く
世
の
後
ま
で
も
地
獄
に
落
ち
永
劫
出
ら
れ
ぬ
こ
と
に
な
る
よ
う
誓
い
ま
す
）」（188

行
目
）
と
い
う
遠
公
の
言
葉
が
あ
り
、「
機
謀
」
と
い
う
語
彙
が
見
え
る
こ
と

に
よ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
間
」
を
同
音
音
通
の
「
奸
」
に
改
め
、「
無
」

を
下
に
つ
な
げ
て
文
頭
の
反
語
の
「
得
無
〜
乎
」
の
意
味
で
解
釈
す
れ
ば
、

「
無
」
を
無
理
に
「
謀
」
に
替
え
て
読
む
必
要
が
な
く
な
る
。
字
句
の
リ
ズ
ム

も
、
五
、
五
、
六
、
四
、
六
、
四
、
四
と
お
さ
ま
り
が
よ
く
な
る
。

（
筆
者
校
）
這
下
䓁
賤
人
，
心
裏
不
改
間
（
奸
），
無
自
擬
到
東
都
，
見
及
上

下
，
經
臺
陳
論
過
状
，
道
我
是
賊
，
令
捉
獲
我
？

（
解
釈
）
こ
の
卑
し
い
や
つ
め
、
悪
賢
い
の
を
改
め
も
せ
ず
、
よ
も
や
、
東
都

に
着
け
ば
お
上
に
お
目
見
え
、
訴
状
を
出
し
て
罪
状
を
訴
え
、
儂
が
盗
賊
だ

と
い
っ
て
お
縄
に
か
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
は
あ
る
ま
い
？

（
原
文
）
牙
人
聞
語
盡
言
實
有
此
是
牙
人
遂
領
遠
公
来
至
崔
相
宅

  

二
〇
〇
行
目

・
と
聞
い
て
、
仲
買
ど
も
一
同
、「
い
か
に
も
さ
よ
う
で
」（
？
）
と
申
し
、

さ
っ
そ
く
遠
公
を
ば
崔
閣
下
の
邸
へ
連
れ
て
参
り
ま
し
た
。 （
一
一
一
頁
）

【
検
討
】
こ
の
資
料
は
時
に
「　

」
を
つ
け
る
べ
き
か
ど
う
か
迷
う
こ
と
が
多

い
。
つ
ま
り
、
地
の
文
と
会
話
の
境
界
線
が
明
確
で
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
み

ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
各
文
脈
で
個
々
に
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
の
場

面
は
、
帝
釈
天
の
崔
大
臣
の
別
当
に
化
身
し
、
遠
公
を
大
臣
宅
で
必
要
と
し

て
い
る
の
で
、
ほ
か
へ
売
る
こ
と
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
言
葉
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
實
有
此
是
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
の
で
「
是
」
を
音

通）
11
（

に
よ
り
「
事
」
に
読
み
替
え
る
と
、「
實
に
そ
の
こ
と
が
有
る
」、
つ
ま
り

別
当
の
言
葉
を
聞
い
た
仲
買
人
た
ち
が
そ
の
内
容
を
信
じ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
場
に
い
た
仲
買
人
た
ち
が
こ
と
ご
と
く
口
に
出
し
て

そ
う
言
う
の
は
大
変
奇
妙
な
状
況
と
な
り
、
入
矢
訳
で
（
？
）
が
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
言
」
に
は
《
唐
五
代
語
言
詞
典
》
の
項
目

で
説
明
さ
れ
る
通
り
「
以
为
、
料
想
」（
思
う
、
推
測
す
る
）
意
味
が
あ
り
、

こ
の
箇
所
は
ま
さ
し
く
こ
の
用
例
で
あ
る
。
よ
っ
て
直
接
発
話
し
た
の
で
は

な
く
「　

」
は
外
す
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。



二
四

（
筆
者
校
）
牙
人
聞
語
，
盡
言
實
有
此
是
（
事
）。
牙
人
遂
領
遠
公
来
至
崔
相

宅
。

（
解
釈
）
仲
買
人
た
ち
は
み
な
悉
く
そ
の
言
葉
を
本
当
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
仲
買
人
は
遠
公
を
連
れ
て
崔
大
臣
の
屋
敷
へ
と
参
り
ま
し
た
。

（
原
文
）
摺
藝
衣
服  

二
一
五
行
目

・
衣
装
の
折
り
畳
み
（
？
） 

（
一
一
二
頁
）

【
検
討
】
項
校
・
校
注
と
も
に
「
藝
」
を
字
形
相
似
に
よ
る
「

」
字
の
書
き

誤
り
と
す
る
の
に
従
う
。
項
校
の
注
を
引
用
す
る
と
、「
原
文
『
藝
』
爲
『

』

字
之
誤
，『
摺

』
即
『
摺
疊
』。《
說
文
》
；
『

，
重
衣
也
。』
段
注
；
『
凡

古
云
衣
一
襲
者
，
皆
一

之
假
借
。

讀
如
重
疊
之
疊
。』」
と
あ
る
。
変
文

資
料
で
は
、《
捉
季
布
傳
文
（P.3197

）》「
典
倉

紙
而
无
筆
」《
維
摩
詰
經

講
經
文
（S.4571

）》「
衣
縷

成
錦
葉
塠
」《
季
布
歌
一
卷
（S.5439

）》「
典

倉

紙
而
九
筆
」
な
ど
に
こ
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
筆
者
校
）
摺
藝
（

）
衣
服

（
解
釈
）
衣
服
を
畳
む

（
原
文
）

㬰
之
間
便
□
下
講
男
女
齊
散  

二
五
三
行
目

・
ほ
ど
な
く
講
釈
は
終
わ
り
（
？
）、
聴
聞
の
衆
は
み
な
引
き
上
げ
ま
し
た
。

 

（
一
一
四
頁
）

【
検
討
】
こ
の
箇
所
、
写
本
原
本
は
紙
が
欠
け
て
お
り
「
便
」
の
下
の
字
は
上

方
一
部
の
み
残
さ
れ
て
い
る
。
校
注
で
は
「
即
」
を
補
う
の
が
良
い
と
し
て

い
る
が
、
残
さ
れ
た
字
形
か
ら
本
来
書
写
さ
れ
て
い
た
の
は
「
即
」
字
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。（
図
一
参
照
）
が
、
ほ
か
に
同
定
で
き
る
字
を
見
つ
け
ら

れ
な
い
の
で
一
文
字
を
□
で
あ
て
て
お
く
。

（
筆
者
校
）

㬰
之
間
，
便
□
下
講
，
男
女
齊
散
。

（
解
釈
）
し
ば
ら
く
し
て
、
講
釈
が
終
わ
る
と
聴
衆
は
そ
ろ
っ
て
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　

図一

（
原
文
）
比
来
兩
人
入
寺
聴
經
一
人
無
是
入
得
寺
中
聴
經
一
人
有
是
貪
性
當

即
却

而
去  

三
五
九
行
目

・
二
人
が
連
れ
立
っ
て
寺
へ
聴
聞
に
お
参
り
し
ま
し
た
時
、
一
人
は
…
…

（
注
十
三
）、

寺
へ
入
っ
て
聴
聞
い
た
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
人
は
貪ど

ん
ら
ん婪

の
性し

ょ
うあ

る
た
め
、

す
ぐ
に
引
き
返
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。 

（
一
一
五
頁
）

（
注
十
三
）
原
文
「
一
人
無
是
」。
こ
れ
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
や
は
り
原
文
が
不
完

全
な
た
め
で
あ
る
。

【
検
討
】「
有
是
貪
性
」
に
つ
い
て
は
項
校
・
校
注
と
も
に
集
録
の
校
訂
の
誤

り
を
正
す）

12
（

。
そ
の
上
で
「
無
是
」
の
後
に
「
貪
性
」
を
補
足
し
て
い
る
。
指



『
廬
山
遠
公
話
』
校
訂
上
の
諸
問
題

二
五

示
詞
の
後
の
名
詞
の
省
略
は
既
出
の
情
報
に
適
用
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
ら

項
校
・
校
注
と
同
様
補
足
し
て
校
訂
す
る
。
な
お
「
比
来
」
は
口
語
語
彙
で

あ
る
が
、
大
き
く
「
以い

前ぜ
ん

」「
近ち
か
ご
ろ頃
」「
本ほ
ん
ら
い来
」
の
意
味
を
持
つ）

13
（

。
項
校
は
「
從

前
，
原
來
」
と
し
、
校
注
は
「
本
来
」
の
意
味
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、「
む
か

し
、
以
前
」
の
意
味
に
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
筆
者
校
）
比
来
兩
人
入
寺
聴
經
。
一
人
無
是
﹇
貪
性
﹈，
入
得
寺
中
聴
經
。

一
人
有
是
貪
性
，
當
即
却

而
去
。

（
解
釈
）
む
か
し
二
人
の
者
が
寺
に
入
っ
て
説
法
を
聴
聞
し
よ
う
と
し
ま
し

た
。
一
人
は
何
と
も
な
く
入
っ
て
聴
聞
い
た
し
ま
す
が
、
一
人
は
五
欲
を
捨

て
ら
れ
ず
す
ぐ
さ
ま
踵
を
返
し
て
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

（
原
文
）
忽
憶
不
来
之
人
即
便
心
生
肺
忘  

三
六
一
行
目

・
あ
の
不
参
の
人
を
ハ
タ
と
思
い
出
し
ま
し
た
と
た
ん
に
…
の
念
が
起
こ
り
（
注
十
四
）、

 
（
一
一
五
頁
）

（
注
十
四
）
原
文
「
即
便
生
肺
忘
」。
こ
こ
も
意
味
不
明
。

【
検
討
】
入
矢
訳
で
は
原
文
の
「
心
」
字
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
注
か

ら
見
て
取
れ
る
。
ま
た
「
肺
忘
」
の
解
釈
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
項
校
・
校

注
と
も
に
「
肺
（
廢
）
忘
」
と
し
「
廢
忘

：

遺
忘
。」
と
注
を
付
け
る）

14
（

が
、
こ

の
解
釈
も
不
明
で
あ
る
。「
た
ち
ま
ち
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
心
に
生
じ
」
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
「
廢
忘
」
が
「
遺
忘
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
根

拠
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
む
し
ろ
字
形
の
類
似
に
よ
る
「

」

字
の
書
き
誤
り
と
し
、「
忘
」
を
同
音
字
の
「
望
」
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。「

（
希
）
望
」
で
あ
れ
ば
、「
心
生
」
と
の
組
み
合
わ
せ
も
問
題
な
い
。

ま
た
「
雖
退
天
處
心
生
歡
喜
，
於
閻
浮
提
心
生

望
。
眼
中
淚
出
，
其
聲
則

麁
。」（『
毘
耶
娑
問
經
』
卷
下
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
佛
教
で
は
「

（
希
）

望
」
は
多
く
「
欲
を
生
ず
る
」
こ
と
を
表
し
、
雑
念
を
生
む
結
果
を
引
き
起

こ
す
。

（
筆
者
校
）
忽
憶
不
来
之
人
，
即
便
心
生
肺
忘
（
希
望
）

（
解
釈
）
ふ
と
来
な
か
っ
た
人
を
思
い
出
す
と
、
心
に
そ
の
人
を
思
っ
て
雑
念

を
生
じ
、

　
　
　

図二

（
原
文
）
請
相
公
髙
枕
無
憂
只
時
講
降
時
便
去  

四
〇
八
行
目

・
な
に
と
ぞ
枕
を
高
う
し
て
気
を
安
ん
ぜ
ら
れ
ま
す
よ
う
。
講
釈
の
始
ま
る

（
？
）
こ
ろ
を
見
計
ら
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

（
一
一
七
頁
）

【
検
討
】
原
文
「
只
時
講
降
時
」
を
集
録
は
「
只
時
（
待
）
講
降
時
」
と
校
訂

す
る
。
校
注
は
「
時
」
自
体
に
「
待
」
の
意
味
を
認
め
う
る
と
し
て
原
文
を

改
め
な
い
。
一
方
項
校
は
注
も
な
く
「
待
」
に
改
め
る
。
す
ぐ
続
い
て
「
講

降
時
」
と
「
時
」
が
現
れ
る
の
で
、
こ
こ
は
意
味
を
明
確
に
示
す
た
め
に
も

「
待
」
に
改
め
る
の
が
良
い
。
偏
旁
の
相
似
に
よ
る
書
き
誤
り
と
考
え
ら
れ



二
六

る
。
た
だ
し
原
文
の
文
字
の
記
述
は
必
要
で
あ
り
、
集
録
に
従
う
。
問
題
と

な
る
の
は
「
只
時
（
待
）
講
降
時
便
去
」
を
遠
公
の
言
葉
と
す
る
の
か
、
地

の
文
と
す
る
の
か
で
あ
ろ
う
。
入
矢
訳
で
は
こ
れ
を
遠
公
の
言
葉
の
続
き
と

し
て
訳
出
し
て
い
る
。
一
方
集
録
・
校
注
・
項
校
は
す
べ
て
地
の
文
と
し
て

い
る
。
す
ぐ
後
に
「
須
㬰
之
間
已
至
」
と
あ
る
の
で
、
地
の
文
と
し
て
読
む

方
が
文
脈
は
繋
が
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
入
矢
訳
で
明
確
に
訳
出
で
き
な
か
っ
た
「
講
降
」
で
あ
る
が
、「
開

講
」「
上
講
」「
下
講
」
と
い
う
語
彙
は
見
え
る
が
、「
講
降
」
と
い
う
の
は
こ

の
箇
所
の
み
で
あ
る
。「
降
」
に
は
「
賜
う
」
の
意
味
が
あ
り
、
す
ぐ
後
の
開

講
の
次
第
の
最
初
は
皇
帝
を
称
え
る
口
上
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

こ
は
お
上
公
認
の
講
経
を
開
く
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
筆
者
校
）
請
相
公
髙
枕
無
憂
。」
只
時
（
待
）
講
降
時
便
去
。

（
解
釈
）
ど
う
か
旦
那
様
、
枕
を
高
く
し
て
ご
心
配
な
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
に
願

い
ま
す
。」　

そ
こ
で
、
お
上
公
認
の
講
経
が
行
わ
れ
る
と
き
に
な
る
と
出
か

け
て
い
き
ま
す
。

（
原
文
）
嘖
善
慶
曰
亡
空
便
額
我
佛
如
来
妙
典
義
里
幽
玄
佛
法
難
思
非
君
所

會  

四
二
六
行
目

・
善
慶
を
叱
り
つ
け
て
申
す
よ
う
、「
見
当
ち
が
い
も
甚
だ﹇
注
二
五
﹈

し
い
。
そ
も
そ
も

わ
が
仏
如
来
の
微み
み
ょ
う妙
の
典の
り

は
、
そ
の
義
理
は
幽
玄
。
思
議
も
叶
わ
ぬ
御み

教

え
な
れ
ば
、
そ
ち
に
解わ
か

る
も
の
で
は
な
い
。 

（
一
一
八
頁
）

﹇
注
二
五
﹈
原
文
「
亡
空
便
額
」。
後
文
で
は
「
亡
」
を
「
忘
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
「
望
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
空
を
望
ん
で
便
ち
額
す
」
と
し
か
読
め
な
い

が
、
ウ
ェ
イ
リ
氏
は
「
虚
空
に
向
か
っ
て
罵
る
、
即
ちyour criticism

s fail to 
get hom

e

の
意
。
額
は
罵
る
意
の
ス
ラ
ン
グ
で
、『
封
氏
聞
見
記
』
に
見
え
る
」

と
注
す
る
。
な
お
疑
問
は
残
る
が
、
一
応
こ
れ
に
従
う
。

【
検
討
】「
亡
（
望
）
空
便
額
」
に
つ
い
て
は
中
国
に
お
い
て
も
蔣
禮
鴻
を
は

じ
め
と
し
て
諸
氏
が
取
り
上
げ
検
討
を
加
え
て
き
た）

15
（

。
一
応
の
結
論
を
見
た

も
の
と
し
て
《
唐
五
代
語
言
詞
典
》（p.367

）
の
解
釈
を
紹
介
す
れ
ば
、「
平

白
、
无
端
地
指
斥
、
责
骂
。
忘
，〝
望
〞
字
的
同
音
替
代
。
又
误
作
〝
亡
〞。

额
，
训
斥
、
责
骂
。」
と
あ
る
。
つ
ま
り
「
亡
」「
忘
」
は
「
望
」
と
改
め
、

「
額
」
は
「
叱
責
す
る
、
説
教
す
る
、
罵
る
、
ど
な
り
つ
け
る
」
と
い
っ
た
意

味
だ
と
解
釈
し
、
全
体
の
意
味
を
「
訳
も
な
く
、
理
由
も
な
く
罵
り
叱
る
こ

と
」
と
し
て
い
る
。
実
は
こ
の
語
彙
は
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
箇
所
の
後
に

も
見
ら
れ
る
。
併
せ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

・
賤
奴
擬
問
經
文
，
座
主
忘
空
便
額
。（
四
四
一
行
目
）

・
こ
の
私
が
経
文
の
こ
と
を
問
い
た
だ
そ
う
と
す
る
と
、
座
主
ど
の
の
曰
く

は
、『
見
当
ち
が
い
も
甚
だ
し
い
』
と
や
ら
。（
一
一
八
頁
）

こ
の
場
面
は
さ
き
に
「
亡
空
便
額
」
と
叱
責
さ
れ
た
善
慶
が
同
じ
言
葉
で
道

安
を
や
り
込
め
て
い
る
場
面
な
の
で
、
道
安
の
言
葉
を
引
い
た
の
で
は
な
く
、

道
安
あ
な
た
こ
そ
「
亡
空
便
額
」
し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
こ
の
私
が
経
文
の
こ
と
を
問
い
た
だ
そ
う
と
す
る
と
、

座
主
ど
の
が
訳
も
な
く
大
声
で
叱
責
さ
れ
た
の
で
す
」
と
解
釈
し
た
い
と
こ



『
廬
山
遠
公
話
』
校
訂
上
の
諸
問
題

二
七

ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
つ
い
て
も
次
の
通
り
校
訂
す
る
。

（
筆
者
校
）
嘖
善
慶
曰
「
亡
（
望
）
空
便
額
。
我
佛
如
来
妙
典
，
義
里
幽
玄
，

佛
法
難
思
，
非
君
所
會
。

（
解
釈
）
善
慶
を
叱
り
つ
け
て
「
わ
け
も
な
く
大
声
で
ど
な
り
つ
け
る
と
は
！

わ
が
仏
如
来
の
妙
な
る
経
典
は
、
義
理
は
幽
玄
に
し
て
仏
法
は
考
え
る
こ
と

も
難
し
い
。
あ
ん
た
に
解
る
も
の
か
ね
。

（
原
文
）
闍

去
就
也
是
一
箇
志
道
霄
僧
所
出
言
問
不
合
聖
意

  

四
三
四
行
目

・
闍そ
な
た

の
行
き
方
は
、
や
は
り
ま
だ
未
熟
者
の
行
者
（
？
）
と
い
う
も
の
。

そ
の
言ご
ん

辞じ

、
そ
の
詰
問
、
ど
れ
も
仏
の
旨む
ね

と
違た
ご

う
て
お
る
。

 

（
一
一
八
頁
）

【
検
討
】「
去
就
」
は
「
態
度
・
礼
儀
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
日
本
語
の

同
形
語
は
「
進
退
・
ど
う
身
を
処
す
る
か
の
態
度
」
と
い
う
こ
と
で
少
し
意

味
が
異
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。「
志
道
」
は
『
論
語
・
里
仁
』「
士

志
於
道
、
而
恥
悪
衣
悪
食
者
、
未
足
与
議
也
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
こ
の
善

慶
の
発
話
の
前
の
道
安
の
こ
と
ば
に
『
論
語
』
を
引
用
し
て
叱
責
す
る
箇
所

が
あ
り
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
故
意
に
こ
の
語
彙
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
問
題
は
「
霄
僧
」
で
あ
る
が
、
ま
ず
「
僧
」
の
字
体
に
些
か
疑
問
が

残
る
。
こ
の
写
本
で
は
多
く
が
き
ち
ん
と
し
た
楷
書
体
で
書
写
し
て
い
る
が

数
か
所
崩
し
た
部
分
が
あ
る
。
参
考
ま
で
に
該
当
箇
所
に
類
似
し
た
書
き
方

を
し
て
い
る
部
分
を
後
に
ぬ
き
だ
す
。
さ
ら
に
集
録
で
「
像
」
と
校
訂
し
て

い
る
こ
と
も
検
討
す
る
た
め
「
像
」
字
の
例
も
挙
げ
て
お
く
。「
像
」
字
を
書

き
か
け
て
途
中
で
や
め
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
一
旦
「
僧
」
字

で
校
訂
し
て
お
く
。
た
だ
「
霄
僧
」
と
い
う
語
彙
は
難
解
で
あ
る
。「
霄
客
」

「
霄
漢
」
が
「
仙
人
」「
位
の
高
い
者
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
類

推
す
れ
ば
「
霄
僧
」
は
一
般
の
僧
侶
を
超
越
し
た
立
派
な
僧
と
読
め
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
疑
問
が
残
る
。
校
注
で
は
項
楚
校
が
「
宵
僧
」
を
「
肖
像
」

と
校
訂
し
「
猶
云
模
樣
也
（
有
様
と
い
う
こ
と
）」
と
解
釈
し
て
い
る
と
注
を

付
け
る）

16
（

が
、
最
新
の
項
校
で
は
、
本
文
は
「
霄
像
」（p.1905

）
と
し
注
二
九

に
「
下
字
應
是
『
僧
』
字
」（p.1912

）
と
し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
今
の
と

こ
ろ
「
僧
」
と
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

（
筆
者
校
）
闍

去
就
也
是
一
箇
志
道
霄
僧
，
所
出
言
問
，
不
合
聖
意
。

（
解
釈
）
闍

の
態
度
礼
儀
も
ま
た
正
し
い
道
（
外
典
に
言
う
志
道
）
を
志
し

つ
つ
も
は
る
か
天
上
の
高
い
位
に
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
い
る
僧
侶
の
も
の
。
そ

の
言
葉
問
い
か
け
は
仏
の
心
に
合
っ
て
お
り
は
せ
ぬ
。

　
　
　

図三

（
原
文
）
汝
若
見
吾
之
皷
不

對
荅
往
来  

四
五
二
行
目

・
わ
し
の
手
並
（
？
）
を
見
た
い
と
あ
ら
ば
、
問
答
論
戦
辞い
な

み
は
せ
ぬ
ぞ
。

 

（
一
一
九
頁
）



二
八

【
検
討
】「
見
吾
之
皷
」
に
つ
い
て
よ
く
理
解
が
出
き
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ

う
だ
が
、
項
校
が
詳
し
く
注
を
付
け
て
い
る
の
で
引
用
し
て
み
よ
う
。

項
校
注
〔
五
五
〕
見
吾
之
鼓

：

文
字
疑
有
誤
。「
鼓
」
應
指
「
論
鼓
」，

天
竺
僧
侶
欲
求
辯
論
，
則
擊
打
論
鼓
。《
大
智
度
論
》
卷
一
一

：「
是
婆

羅
門
，
徑
至
鼓
邊
，
打
論
議
鼓
。
國
王
聞
之
，
問
是
何
人
。

臣
答
言

：

『
南
天
竺
有
一
婆
羅
門
，
名
提
舍
大
論
議
師
，
欲
求
論
處
，
故
打
論
鼓
』

王
大
歡
喜
，
即
集

人
而
告
之
曰

：〝
有
能
難
者
，
與
之
論
議
〞」
以
後

省
略

項
校
に
従
え
ば
、
こ
の
太
鼓
は
議
論
を
求
め
る
も
の
が
打
ち
鳴
ら
す
論
議
の

鼓
で
あ
る
。「
わ
し
の
論
議
の
鼓
を
見
た
と
い
う
な
ら
」
と
い
う
の
は
、「
多

少
な
り
と
も
わ
し
が
議
論
を
す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
道
安
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
議
論
を
求
め
て
は
い
な
い
の

で
あ
る
が
、
せ
め
て
善
慶
が
道
安
の
論
議
の
太
鼓
を
垣
間
見
で
も
す
れ
ば
、

と
い
う
揶
揄
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
入
矢
訳
で

（
？
）
を
附
し
、
項
校
で
「
文
字
疑
有
誤
（
文
字
に
誤
り
が
あ
る
よ
う
だ
）」

と
言
わ
し
め
る
の
は
、
恐
ら
く
道
安
が
論
議
鼓
を
持
ち
出
す
は
ず
が
な
い
と

い
う
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
「
吾
之
皷
」
を
道
安
の
議
論

を
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
象
徴
す
る
も
の
と
捉
え
れ
ば
、
前
述
の
理
解
が
可

能
に
な
ろ
う
。

（
筆
者
校
）
汝
若
見
吾
之
皷
，
不

對
荅
往
来

（
解
釈
）
お
ま
え
が
少
し
で
も
わ
し
の
論
議
鼓
を
見
た
と
い
う
の
な
ら
（
わ
し

が
多
少
な
り
と
も
議
論
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
見
せ
た
の
な
ら
）、
問
答
す

る
の
も
厭
い
は
し
な
い
。

（
原
文
）
三
者
喻
湧
泉
之
義
湛
湛
不
滅
不
流
經
文
長
在
世
間
流
轉
無
休
無
歇

  

四
七
九
行
目

・
三
つ
、
た
と
え
ば
涌
き
出
づ
る
泉
の
、
滾こ

ん
こ
ん々

と
流
れ
て
滅
び
ず
住と

ど

（
？
）

ま
ら
ざ
る
が
ご
と
く
、
経
文
は
永と

こ

し
え
に
人
の
世
を
流
転
し
て
止や

む
こ
と

は
な
い
。 

（
一
二
〇
頁
）

【
検
討
】
要
は
「
不
滅
不
流
」
の
読
み
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
並
列
に
読
ん
で

は
意
味
を
為
さ
な
い
。
よ
っ
て
「
滅
し
て
流
れ
ざ
る
な
し
」
と
最
初
の
「
不
」

を
次
の
「
滅
不
流
」
全
体
を
否
定
す
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
。「
湛
湛
」
は
深
く

透
き
通
っ
た
水
の
様
を
い
う
。

（
筆
者
校
）
三
者
，
喻
湧
泉
之
義
，
湛
湛
不
滅
不
流
，
經
文
長
在
世
間
，
流
轉

無
休
無
歇
。

（
解
釈
）
そ
の
三
は
、
涌
き
で
る
泉
に
例
え
ら
れ
る
意
味
で
あ
る
。
深
く
澄
ん

だ
泉
の
水
が
枯
れ
て
流
れ
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
の
と
同
様
、
経
文
は
常
に

人
の
世
に
あ
っ
て
、
流
転
し
て
止
む
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

（
原
文
）
汝
若
要
问
但
請
问
之
今
對
与
前
疑
速
說  

四
九
九
行
目

・
も
し
尋
ね
た
く
ば
、
何
な
り
と
尋
ね
ら
れ
い
。
…
…
（
こ
の
句
未
詳
）。
さ



『
廬
山
遠
公
話
』
校
訂
上
の
諸
問
題

二
九

っ
さ
と
申
せ 

（
一
二
〇
頁
）

【
検
討
】
入
矢
訳
で
未
詳
と
さ
れ
る
の
は
「
今
對
与
前
疑
」
の
句
で
あ
る
。
校

注
は
特
に
注
記
し
な
い
。
項
校
は
「
与
」
を
「
以
」
に
改
め
「
對
以
前
疑
」

と
は
「
以
上
の
疑
問
に
答
え
た
（
即
回
答
以
上
的
疑
問
）」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
と
注
を
付
け
る）

17
（

。
ま
た
、
校
注
は
「
今
對
与
前
疑
速
說
」
に
句
読
を
打
た

な
い
が
、
項
校
は
「
速
說
」
の
前
に
読
点
を
打
つ
。
入
矢
訳
も
項
校
と
同
じ

く
読
点
を
打
ち
解
釈
を
し
て
い
る
。

　

こ
こ
は
校
注
の
校
訂
に
従
う
。「
速
說
」
は
善
慶
に
向
か
っ
て
言
う
の
で
は

な
く
「
先
の
疑
問
に
つ
い
て
は
今
速
や
か
に
説
き
あ
か
し
た
ぞ
」
と
い
う
道

安
自
身
の
説
明
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
善
慶
の
発
話
を
う
な
が

す
の
で
あ
れ
ば
、「
速
問
」
と
い
う
の
が
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
筆
者
校
）
汝
若
要
问
，
但
請
问
之
。
今
對
与
前
疑
速
說
。

（
解
釈
）
尋
ね
た
き
こ
と
は
全
て
尋
ね
て
下
さ
れ
。
先
の
質
問
に
は
今
速
や
か

に
お
答
え
申
し
た
。

（
原
文
）
闍
梨
適
来
所
說
言
詞
大
遠
講
讚
經
文
大
錯
惣
是
信
口
落
荒

  

五
一
九
行
目

・
只
今
の
闍
梨
の
言
説
は
、
講
讃
（
？
）
と
は
正
反
対
、
経
文
と
も
大
違
い
、

す
べ
て
出
ま
か
せ
の
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
。 

（
一
二
一
頁
）

【
検
討
】
入
矢
訳
は
句
読
を
「
闍
梨
適
来
所
說
言
詞
，
大
遠
講
讚
，
經
文
大

錯
，」
と
切
っ
て
解
釈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
項
校
・
校
注
は
、
と
も

に
「
闍
梨
適
来
所
說
言
詞
大
遠
，
講
讚
經
文
大
錯
，」
と
す
る
。
校
注
は
項
楚

校
の
「〝
遠
〞
似
應
作
〝
違
〞（〝
遠
〞
は
〝
違
〞
と
校
訂
す
べ
き
だ
）」
を
引

用
し
「
項
說
近
是
（
項
楚
説
は
ほ
ぼ
正
し
い
）」
と
按
語
を
添
え
る
が
、
最
新

の
項
校
は
「
大
遠
」
と
校
訂
し
、
更
に
注
を
付
け
て
「
大
遠

：

非
常
遠
，
形

容
遠
遠
背
離
經
義
（
非
常
に
遠
い
こ
と
。
經
義
に
遥
か
に
遠
く
）。」
と
解
釈

し
た
う
え
で
『
諸
法
無
行
經
』
の
用
例
な
ど
を
挙
げ
る
。

　

結
論
か
ら
述
べ
る
と
句
読
は
項
校
・
校
注
に
従
う
の
が
良
い
だ
ろ
う
。「
大

遠
」
の
解
釈
だ
が
、「
ひ
ど
く
離
れ
る
、
距
離
が
あ
る
」
と
い
う
解
釈
も
良
い

だ
ろ
う
が
、「
遠
」
に
は
本
来
上
声
と
去
声
の
二
つ
の
用
法
が
あ
り
去
声
に
は

「
違
背
、
乖
離
（
背
く
、
背
理
す
る
）」
の
原
義
が
あ
る
。「
言
詞
」
が
離
れ
る

と
い
う
の
は
対
象
が
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
。
そ
こ
で
入
矢
訳
で
は
「
講

讃
」
か
ら
離
れ
る
と
考
え
た
も
の
の
、
疑
問
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
は
、
原
義
の
通
り
「
ひ
ど
く
背
理
す
る
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

（
筆
者
校
）
闍
梨
適
来
所
說
言
詞
大
遠
，
講
讚
經
文
大
錯
，
惣
是
信
口
落
荒

（
解
釈
）
闍
梨
の
先
ほ
ど
の
お
言
葉
は
大
い
に
道
理
か
ら
外
れ
て
お
り
ま
す
。

経
文
を
講
讚
し
て
も
大
間
違
い
、
す
べ
て
口
か
ら
出
ま
か
せ
、
嘘
ば
か
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

（
原
文
）
将
此
風
分
為
八
般
引
義
臺
友
卆
說
不
盡  

五
二
九
行
目

・
こ
の
風
は
八
種
（
い
わ
ゆ
る
八
風
）
に
分
け
ら
れ
る
が
、
一
つ
一
つ
（
？
）



三
〇

説
明
し
よ
う
に
も
、
お
い
そ
れ
と
は
説
き
尽
く
せ
ぬ 

（
一
二
一
頁
）

【
検
討
】「
引
義
臺
友
」
が
難
解
で
あ
る
。
校
注
は
「
友
」
を
「
支
」
と
校
訂

す
る
。「
友
」
と
「
支
」
は
写
本
の
字
体
が
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
判
断
が

難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
校
注
に
従
い
、
さ
ら
に
「
臺
」
を
字
体
相
似
に

よ
り
「
壹
」
の
誤
写
と
し
て
み
よ
う
。「
教
理
の
一
本
を
引
用
し
て
も
」
と
解

釈
で
き
よ
う
か
。
疑
問
が
残
る
。

（
筆
者
校
）
将
此
風
分
為
八
般
，
引
義
臺
（
壹
）
友
（
支
），
卆
（
卒
）
說
不

盡（
解
釈
）
こ
の
風
を
八
種
に
分
け
、
そ
の
教
理
の
一
つ
を
引
用
し
て
も
、
に
わ

か
に
は
説
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　

図四

（
原
文
）
早
是
入
吾
師
位
待
我
拜
謝
相
公

来
与
汝
宣
揚
政
法

  

五
四
五
行
目

・
じ
ゃ
が
〔
仮
り
に
も
〕
師
の
我
が
位
を
占
め
た
か
ら
に
は
（
？
）、
こ
れ
よ

り
閣
下
に
お
許
し
を
頂
い
た
う
え
、
改
め
て
そ
な
た
の
た
め
に
、
正し

ょ
う
ぼ
う法を

開
示
し
て
つ
か
わ
そ
う 

（
一
二
二
頁
）

【
検
討
】「
早
是
」
は
「
す
で
に
」
を
意
味
す
る
口
語
語
彙
で
あ
る
。「
吾
師

位
」
は
「
吾
師
／
位
」
で
は
な
く
「
吾
／
師
位
」
と
分
析
す
る
。
つ
ま
り
、

本
来
善
慶
の
場
所
で
あ
っ
た
大
師
の
位
を
指
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
入
」
の

主
語
は
善
慶
で
あ
り
、
道
安
で
は
な
い
。「
政
」「
正
」
は
同
音
字
で
あ
る
。

（
筆
者
校
）
早
是
入
吾
師
位
，
待
我
拜
謝
相
公
，

来
与
汝
宣
揚
政
（
正
）
法

（
解
釈
）
す
で
に
（
本
来
の
）
大
師
の
位
に
入
っ
た
の
だ
か
ら
、
閣
下
に
御
礼

を
申
し
上
げ
て
か
ら
、
戻
り
来
た
っ
て
あ
な
た
に
正
法
を
説
き
聞
か
せ
て
あ

げ
よ
う

（
原
文
）
弟
子
若
愚
此
生
死
後
必
沈
地
獄  

五
六
〇
行
目

・
…（
注
四
五
）…今
生
終
わ
っ
て
死
せ
し
後
は
、
必
ず
地
獄
に
落
ち
ま
し
ょ
う

 

（
一
二
三
頁
）

（
注
四
五
）
原
文
は
「
弟
子
若
遇
」。
意
味
も
通
じ
な
い
し
、
衍
文
と
認
め
て
訳
さ
な
い

こ
と
に
す
る
。

【
検
討
】
項
校
・
校
注
と
も
に
「
愚
」
を
「
遇
」
に
校
訂
す
る
。
こ
れ
に
従

う
。
さ
ら
に
項
校
で
は
「
此
生
」
を
「
此
身
」
に
す
る
が
、
根
拠
も
示
さ
れ

ず
、
ほ
か
に
「
身
」
に
作
る
も
の
も
な
い
の
で
単
な
る
誤
植
で
あ
ろ
う
。「
弟

子
若
遇
」
は
確
か
に
な
く
と
も
文
脈
は
通
る
が
、
衍
文
と
ま
で
は
言
え
な
い

だ
ろ
う
。「
弟

わ
た
く
し
め子
若
し
此
生
の
死
後
に
遇
わ
ば
必
ず
や
地
獄
に
沈
ま
ん
」
と
読

む
こ
と
は
で
き
よ
う
。

（
筆
者
校
）
弟
子
若
愚
（
遇
）
此
生
死
後
，
必
沈
地
獄
。

（
解
釈
）
弟
子
が
も
し
死
ね
ば
、
必
ず
地
獄
に
落
ち
ま
し
ょ
う
。



『
廬
山
遠
公
話
』
校
訂
上
の
諸
問
題

三
一

（
原
文
）
卿
宰
相
排
比
何
銖
鼎
沸
威
儀
直
入
寺
中  

五
七
八
行
目

・
卿
臣
宰
相
の
居
並
ぶ
さ
ま
は
、
釈
尊
を
お
迎
え
（
？
）
す
る
威
儀
と
異
な

り
ま
せ
ん
。〔
迎
え
の
行
列
は
〕
ま
っ
す
ぐ
寺
内
に
は
い
り
、

 

（
一
二
三
頁
）

【
検
討
】
ま
ず
「
鼎
沸
」
の
「
沸
」
は
原
文
で
も
間
違
い
な
く
「
沸
」
に
作

る
。「
鼎
沸
」
は
「
鼎
の
水
が
沸
き
立
つ
こ
と
」
か
ら
引
伸
し
て
「
沸
き
立
つ

さ
ま
」「
騒
が
し
い
さ
ま
」
を
言
う
。「
何
銖
」
は
偏
旁
の
誤
写
と
み
な
し
「
何

殊
」
と
校
訂
す
る
。「
卿
宰
相
排
比
」
に
つ
い
て
は
「
排
比
」
は
列
を
な
し
て

並
ぶ
こ
と
を
言
う
が
、「
卿
宰
相
」
が
字
数
か
ら
も
落
ち
着
か
な
い
。
一
字
欠

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
項
校
・
校
注
と
も
に
徐
震
堮）

18
（

に
従
い
「
公
」
字
を

補
う
。
こ
れ
に
従
う
。「
威
儀
」
は
こ
こ
で
は
皇
帝
や
大
臣
の
従
者
を
い
う
。

（
筆
者
校
）﹇
公
﹈
卿
宰
相
排
比
，
何
銖
（
殊
）
鼎
沸
，
威
儀
直
入
寺
中
，

（
解
釈
）
公
卿
宰
相
が
列
を
な
し
て
居
並
ぶ
の
は
鼎
の
水
が
沸
き
立
ち
あ
ふ
れ

出
る
か
の
よ
う
、
従
者
た
ち
は
ま
っ
す
ぐ
寺
の
中
へ
入
り
ま
す
と
、

（
原
文
）
每
謝
君
王
請
命

僧
却
擬
㱕
山  

五
八
〇
行
目

・
か
ね
が
ね
君
王
に
は
、
忝
く
も
僧
と
し
て
安
堵
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が

（
？
）、
実
は
山
に
帰
り
と
う
存
じ
ま
す
。 

（
一
二
三
頁
）

【
検
討
】
校
注
で
は
項
楚
校
に
従
う
と
し
て
「
請
命
」
を
「
清
命
」
に
校
訂
す

る
が
、
項
校
最
新
版
で
は
、「
請
命
」
は
「
邀
請
」
で
あ
る
と
し
て
「
清
」
に

改
め
な
い
。
寧
ろ
す
ぐ
後
に
で
て
く
る
「
清
命
」
を
「
請
命
」
と
改
め
る
。

「

」
に
つ
い
て
校
注
で
は
「
臣
」
の
俗
字
と
す
る
が
、「
以
」
の
異
体
字
と

す
る
項
校
が
正
確
に
記
述
し
て
い
る
。
項
校
の
注
を
引
く
と
「
此
字
本
是

〝
以
〞
字
異
體
，
這
裏
是
〝
臣
〞
字
形
誤
。〝
臣
僧
〞
是
僧
徒
對
君
王
的
自
稱
，

本
篇
下
文
有
〝
臣
僧
於
大
內
蒙
陛
下
供
養
數
年
〞
之
語
。」
と
あ
る
。
字
形
相

似
に
よ
り
「
臣
」
字
を
誤
写
し
た
も
の
と
し
、「
臣
僧
」
は
僧
侶
の
君
王
に
対

す
る
自
称
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
全
面
的
に
項
校
に
従
う
。

（
筆
者
校
）
每
謝
君
王
請
命
，

（
臣
）
僧
却
擬
㱕
山

（
解
釈
）
王
様
の
お
招
き
は
い
つ
も
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
臣わ

た
く
し僧

は

山
に
帰
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

三　

ま
と
め

　

日
本
語
翻
訳
資
料
か
ら
未
解
決
部
分
の
再
校
正
を
テ
ー
マ
に
検
討
し
て
き

た
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
の
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
入
矢
先
生
の
最

初
の
翻
訳
か
ら
す
で
に
四
〇
年
以
上
経
て
、
こ
の
間
、
原
本
資
料
が
公
開）

19
（

さ

れ
、
工
具
書
も
ほ
ぼ
完
備
し
、
口
語
研
究
自
体
も
発
展
、
深
化
す
る
な
ど
、

様
々
な
面
で
進
歩
し
た
状
況
を
反
映
さ
せ
れ
ば
、
未
解
決
問
題
に
関
し
て
も

当
然
の
こ
と
な
が
ら
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

予
想
と
期
待
の
も
と
、
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。

　

結
局
未
解
決
の
ま
ま
に
暫
定
的
な
校
訂
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
も
あ

り
、
敦
煌
文
献
の
校
訂
作
業
の
難
し
さ
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
い
く
つ
か
の
問
題
は
期
待
通
り
解
決
を
み
た
。
い
ず
れ
全
面
的
な
訳
注



三
二

を
だ
す
べ
く
計
画
中
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
基
礎
作
業
の
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
た
い
。

注（
1
） 

変
文
資
料
に
は
『
韓
擒
虎
話
本
』
が
あ
る
が
写
本
に
表
題
が
な
く
仮
に
付
し
た

題
で
あ
る
た
め
、
原
写
本
に
表
題
を
残
す
『
㠠
山
遠
公
話
』
が
唯
一
の
確
実
な
話

本
資
料
と
認
め
ら
れ
る
。

（
2
） 

『
廣
韻
』
で
の
韻
分
類
に
よ
る
。（
平
声
・
魚
韻
・
日
母
）
の
よ
う
に
（
四
声
・

韻
目
・
声
母
）
を
示
す
。

（
3
） 

羅
常
培
《
唐
五
代
西
北
方
音
》（
四
三
頁
、
四
五
頁
）
で
は
「
魚
」
韻
と
「
脂
之

支
微
」
の
通
轉
が
論
じ
ら
れ
、「
如
」「
而
」
と
も
に
﹇źi, źu

﹈
と
あ
り
藏
文
か
ら

の
再
構
音
も
同
じ
で
あ
る
。

（
4
） 

『
敦
煌
變
文
選
注
』（
項
楚
著　
1
9
9
0　
巴
蜀
書
社
，
増
訂
本　
2
0
0
6　
中

華
書
局
）
校
記
。

（
5
） 

『
敦
煌
變
文
集
』（
王
重
民
等　
1
9
5
7　
人
民
文
学
出
版
社
）
録
文

（
6
） 

『
敦
煌
變
文
校
注
』（
黄
征
・
張
涌
泉　
1
9
9
7　
中
華
書
局
）

（
7
） 

黄
征
著
《
敦
煌
俗
字
典
》　
2
0
0
5　
上
海
教
育
出
版
社　

p.466

参
照
。

（
8
） 

江
藍
生　

曹
广
顺
编
著　
1
9
9
7　
上
海
教
育
出
版
社

（
9
） 

変
文
資
料
に
は
「
本
是
」「
多
是
」「
忽
是
」「
雖
是
」
な
ど
「
〜
是
」
を
接
尾
辞

に
も
つ
口
語
語
彙
が
多
く
み
ら
れ
る
。

（
10
） 

反
語
の
疑
問
詞
。
現
代
語
の
〝
怎
，
怎
样
〞
に
相
当
す
る
。

（
11
） 

是
（
上
紙
禪
）、
事
（
去
志
崇
）
の
音
通
に
つ
い
て
は
、

（
12
） 

集
録
で
は
何
の
注
記
も
な
く
「
是
有
」
と
す
る
。

（
13
） 

《
唐
五
代
語
言
詞
典
》（p.21

）
で
は
「
①
本
來　

②
近
來　

③
往
昔
，
先
前
」

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
用
例
を
挙
げ
る
。

（
14
） 

項
校p.1889

　

注
〔
一
九
〕・
校
注p.286

　

注
〔
二
九
四
〕「
廢
忘
」
義
為
遺

忘
，
…
…

（
15
） 

入
矢
譯
に
遅
れ
る
こ
と
十
年
前
後
、
特
に
八
十
年
代
に
関
連
の
論
文
が
多
く
発

表
さ
れ
た
。
蔣
禮
鴻
《
敦
煌
變
文
字
義
通
釋
》（
增
訂
本
）
1
9
8
1
〈
待
質
録
〉

で
検
討
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
江
蓝
生
〈〝
亡
空
便
额
〞
别
解
〉（《
中
国
语
文
》
1

9
8
3
年
2
期
），
袁
宾
〈〝
亡
空
便
额
〞
校
释
质
疑
〉（《
中
国
语
文
通
讯
》
1
9

8
3
年
第
5
期
）
な
ど
が
あ
る
。

（
16
） 

注
〔
三
五
二
〕

（
17
） p.1933　
　

注
〔
二
〕

（
18
） 

《
敦
煌
変
文
集
校
記
补
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廬
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公
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』
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訂
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題

三
三

On various issues in recension of 
Lushan YuanGong Hua （廬山遠公話）

GEN Yukiko

 The Lushan YuanGong Hua （廬山遠公話） of Dunhuang Bianwen （敦煌變
文） ― the Dunhuang version of the Scripts of the Eminent Monk Huiyuan of 
Mount Lu ― is the earliest storytelling novel （話本） ever found through the 
present time. It is considered a work of great value in the context of histori-
cal studies of colloquial language, literature, and religion. This work has long 
been a subject of scholarly attention, including a Japanese translation by Dr. 
Iriya published in 1975. However, due to problems with the process of 
researching the Dunhuang manuscript research in the 1970s, many problems 
remained. This paper, focusing on unresolved issues, presents a solution based 
on the outcome of Bianwen research, which has advanced dramatically in 
recent years. As a result, we have confi rmed that said issues can be resolved 
on various aspects including organizing Tongjiazi （通假字: Chinese inter-
changeable characters）, correcting punctuation, analyzing colloquial vocabulary, 
and more.

キーワード：廬山遠公話（Lushan YuanGong Hua）、敦煌變文（Dunhuang Bianwen）、 
校訂（recension）


